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№ 講座名 概要 形態・回数 定員・受講対象 開講時期 講師 価格

新
人
研
修

コ
ー
ス

１
新農業者

スタートダッシュ研修

農業界の現状や動向、ビジネススキル、今後
のキャリア形成など、農業界で働くうえで必要
な知識・スキルを志ある仲間とともに学びます

①合宿２泊３日+
オンライン講義6回
②視察３泊４日

•30名（定員）
•主に就農3年以内の農家
子弟 等

2024年
6～8月

ファームサイド
佐川友彦

人事労務研究所

① 合宿・講義
7.9万円

② 視察研修
6.6万円

経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

2 経営戦略

ケーススタディを通じて、経営戦略の全体像を
実践的に学ぶとともに、激変する環境下でビ
ジネスを展開していくための戦略的思考力を
養います

オンライン講義6回

•20名(定員)
•経営者・幹部職(法人・個
人)
•食農関係企業 等

2024年
6月~8月

流通経済研究所
折笠 俊輔

5.5万円

3 マーケティング
農業者に必要なマーケティングプロセスを理解し、
ケーススタディで実践することを通じて、変化する
ニーズへの対処を体感的に理解します。

オンライン講義6回

•20名(定員)
•経営者・幹部職(法人・個
人)
•食農関係企業 等

2024年
9月~11月

流通経済研究所
折笠 俊輔

5.5万円

4 組織マネジメント
組織の目指す姿（ミッション・ビジョン）に基づき、
社員からの共感をもとに、周囲を率いていく地力
を養成します。

オンライン講義6回

•20名(定員)
•経営者・幹部職(法人・個
人)
•食農関係企業 等

2024年
11月~1月

食農夢想
仲野 真人

5.5万円

5 会計・ファイナンスⅠ
事業活動と会計のつながりを理解することで、数
字に基づき意思決定、ならびに、利益を生み出
す仕組みづくりを実践的に学びます。

オンライン講義7回

•20名(定員)
•経営者・幹部職(法人・個
人)
•食農関係企業 等

2024年
8月~11月

アンビシャスパートナーズ
森下 浩
㈱百一姓
羽場 権二

6.6万円

6 会計・ファイナンスⅡ

農業では、設備・事業承継等、不確実な将来
への投資が伴います。ファイナンス思考の学習を
通じて、将来に関する経営判断の型を身につけ
ます。

オンライン講義6回

•20名(定員)
•経営者・幹部職(法人・個
人)
•食農関係企業 等

2025年
1月~3月

㈱クリエイティブジャングル
竹林 陽一

5.5万円

テ
ー
マ
別
コ
ー
ス

7
寺坂農園に学ぶ、
農家直販実践講座

効果的なSNS活用法やインターネット販売の
伸ばし方、農園内での軒先販売の極め方等、
ノウハウを学べる講座です。

オンライン講義6回
•20名（定員）
•経営者・幹部職(法人・個
人)

2024年
10月～11月

寺坂農園
寺坂 祐一

5.5万円

8
高瀬式「稼げる」土づくり

プログラム

収量・売上をアップさせたい農業者が、データ・
数字を正しく活用し、生育の最大化を実現す
る「土づくり」を学ぶプログラムです。土壌診断
付で、ご自身の合った土づくりが分かります。

オンライン講義4回
•20名程度(定員）
•土耕栽培農家
(施設、露地、果樹)

2025年
1月～2月

果実堂
高瀬 貴文

4.4万円程度
(土壌診断付)
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新人研修コース 『新農業者スタートダッシュ研修』（2024年6月開講）１
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１

農業界の現状や動向、ビジネススキル
今後のキャリア形成等、農業界で働くう
えで必要な知識・スキルを、志ある仲間
とともに学びます
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１

同じ悩みを抱えた仲間と
ディスカッションを行います

合宿のあとは週に１回
オンライン上で再会します

先進農家、卸売市場の視
察を通じて視野を拡げます

最終回は今後の活躍
に向けた決意表明です

【合宿風景】 【オンライン講義受講風景】

【視察研修（オプション）】 【決意表明】
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経営マスターコース 『経営戦略』（2024年6月開講）2
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【オンデマンド動画】

【設問／要旨】
• 本稿では、牧之原の茶問屋の経営課題を検討することで、静岡の茶
業が置かれている現状を要点を絞って概観する。

• 静岡県産の緑茶は、依然として生産量のシェア第１位でありながら、す
でに価格リーダーシップを失っており、ここ数年、第２位である鹿児島県
産の緑茶の猛追を受けている。かつての半導体関連産業（特に、半
導体メモリ）がそうであったように、一時は圧倒的シェアを誇っていたにも
拘らず、ついには海外の後発企業に完全にシェアを奪われた日本企業
は少なくない。

• 本稿の目標は、静岡の茶業が直面している状況下でのある茶問屋の
経営課題を考察することで、それと類似した状況下にある（他業種を
含む）企業の経営判断に対するヒントを見い出すことである。

【事例研究（ケーススタディ）】 （経営戦略・#3）
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【Slack上で事前に論点整理】 【グループワークの様子（ブレークアウトルーム）】

【振り返り／アフタートーク】【講師解説風景】

（談笑する風景）

（真剣に議論を重ねている）

【受講者属性】
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20 30代~40代中心経営者が半数を占める人 人

経営者 後継者 法人幹部
(候補含む)

食農
関連企業

【受講者年齢】
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